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Abstract

Thisresearchwasconductedusingaquestionnairesurveyillvolvillg628maleandfemaleuniversity

studentswiththefollowingtwoohiectives：

l）Identifytherelationshipbetweentheperceptionofsocialrightsandwrongsasastandardfor"makeup

behavior”ｉｎpublic,ａｎｄｔｏｗｈａｔｄｅｇｒｅｅpeopleactuallyellgagein“makeupbehavior”inpublic

2）Investigatetherelationshipofhowdifferencesinself-consciousnessalldother-consciousnessplays

arolem“makeupbehavior”inpublicandtheirperceptionofitillrelatiolltosociallightsandⅥTongs，

Summarizingtheresults，“makeupbehavior”inpublicandperceptionofsocialrightsandwrongs

wereaffectedbythepresenceofstrangersornon-strangersBothlheII1ellandwomenwhoperceived

that“makeupbehavior”inrelativelypublicplacesinthepresenceofstrallgerswassociallyacceptable

werealsopronetoengagｅｉｌｌｍakeupapplication，regardlessofthepresenceofstrangersornoll-

strangers．“Makeupbehavior”illpublicalldtheperceptionofsocialrighlsalldwrollgswereillihlellced

bypublicself-consciousnessillmen,andexternalanotherperson-consciousnessinwomen．

(キーワード化粧行動：makeupbehavior，公衆場面：socialscenes，社会的是非：socialrightand

wrong，自意識：self-consciousness，他者意識：other-consciousness）

間関係が濃厚になるほど、他の人間関係が希薄化

し､公共場面に居合わせる人々の存在を気にせず、

化粧をしていると指摘した。

しかしながら、公衆場面における化粧行動に関

する実証的な調査や研究はほとんど見当たらない

ため、これらの指摘を裏付けることは難しい。

そのようななかで、平松41'が「公衆場面におけ

る化粧行動と自己化粧の入念度の関連性」を検討

している。それによると、公衆場面における化粧

行動は、その場面の対人接触の高低による『社会

的場面』『個人的場面」により構成されているこ

とが明らかとなり、化粧の入念度の高い場面では、

公衆場Uiiにおける化粧行動も高いことがl川らかと

Ｉ．はじめに

電車内や駅のホームなど、公衆場面での化粧行

動が話題になって久しい。

これまで、公衆場面で化粧を行う理山が、いく

つか指摘されてきた。例えば、「化粧は時間がか

かるため､公衆場面で過ごす時間を活用している」

とする加藤、の指摘や、「化粧をして完成した顔

ではなく、自己を表現するものとして化粧のプロ

セスを見せる」とする米澤２１の指摘などがある□

また菅原３１は、同じ価値観を共有する仲間との人
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なった。これは、米澤の指摘を支持する結果であ

り、平松・牛田５１が明らかにした化粧への関心の

商い者ほど化粧行動をよく行うという結果と関連

する。

しかしながら、人々は、社会や集ＩＪＩにおいて行

動や判断の基準を共有している。つまり、公衆場

而での化粧行動についても、ただ入念に行うから

だけではなく、個人が所属する社会や集団に、行

動の賛否について何らかの基準があると考えられ

る。

すなわち､子どもやある社会への新規参入者が、

その社会固有の文化、価値、規範、行動様式を身

に付けることを「社会化」とよぶが、公衆場面に

おいて化粧を行うことについても、若者の化粧行

動が社会化された結果、表出しているといえる。

そのため、行動の基準として、また社会化の影響

として、若者が公衆場面で化粧を行うことを世間

一般的にどのようにとらえられているかについて

検討する必要がある。

そこで本研究では、次の点をllllらかにすること

を日的としたい。

Ｌ公衆場面での化粧行動に対する蕪準としての

社会的是非をどのようにとらえ、実際に公衆

場面で化粧行動をどの程度行っているか。

2．これまで化粧行動6'や化粧意識７に関する研

究などでも、その関連性が検討された自意識

や他者意識といった個人差要閃との関連性

の有無。

2）調査内容

（１）公衆場面での化粧行動と社会的是非

平松４１や平松81の先行研究を参考に、駅のホー

ム、授業中の教室、電車のなか、ファミレスなど

の公衆場面を２６項ロ選定した。

それぞれの場面で化粧行動（化粧直しを含む）

を行ったことがあるについて、「まったくない(1)」

から「よくある(5)」までで回答することを求め、

1点から５点までの５件法で得点化を行った。

また、それぞれの場面で化粧行動（化粧直しを

含む）をすることを、世間一般的にどのように考

えられているか（社会的是非）について、「化粧

をしてはいけない(1)」から「常に化粧をしても

よい(5)」までで回答することを求め、１点から

5点までの５件法で得点化を行った。

なお、化粧がどのような行動を指すかについて

は、平松9'が詳細にまとめている。だが、本研究

では化粧の定義を、厚生労働省'０１が定めた薬事

法における「人の身体を清潔にし、美化し、魅力

を増し、容貌を変え、又は皮層若しくは毛髪を健

やかに保つために、身体に塗擦、散布その他これ

らに類似する方法で使用されることがロ的とされ

ているものでⅥ人体に対する作用が緩和なもの」

にしたがった。それに基づき、装飾（ファンデー

ション、へアスタイリングなど)、肌の手入れ（化

粧水、乳液など)、香り（フレグランス、デオド

ラントなど）を化粧として扱い、その具体的内容

を調査対象者に口頭で説明した。

Ⅱ、研究の方法

1）調査方法、調査時期、調査対象者

2008年５月、関西の４年制大学の学生を対象に、

集合法質問紙調査を実施した。調査対象者は、男

性329人(〃＝1880歳,ＳＤ＝Ll6)､女性299人(Ｍ

＝1899歳.ＳＤ＝158）の合計628人(〃＝1873歳，

ＳＤ＝１２１）であった。

倫理的配慮として、調査票に研究の目的を明記

し、調査への回答は任意であり、無記名で個人が

特定されることがないことを事前にｕ頭で説明し

た。

（２）自意識

自意識とは、自分Ｈ身への注意のlhlけやすさに

関する性格特性である。自分の外兄や他者に対す

る行動など外から見える自己の側面に対する注意

を向ける程度の「公的自意識｣、自分の内面や気

分など外からみえない自分の側面に注意を向ける

程度の「私的自意識」からなる。

本研究では、菅原Ｕの自意識尺度の２１項目を

用いて「あてはまらない(1)」から「あてはまる

(5)」までで回答することを求め、1点から５点ま

での５件法で得点化を行った。

確認のため因子分析（主因子法･VariInaxlll転）
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Ⅲ、結果

1）公衆場面での化粧行動と社会的是非の各項目

の平均値

公衆場面での化粧行動の評定平均値をみると

(TABLEｌ)、男性はすべての項目で、女性は「同

性の友人の家」「トイレ」をのぞいて、ほとんど

行っていなかった。

公衆場面での化粧行動の男女差を検討するた

め、男性と女性の平均化の問でt検定を行った。

その結果、すべての項Ⅱで有意な男女差が認め

られ、男性は女性に比べ公衆場面での化粧行動を

行っていなかった｡

社会的是非の評定平均伯をみると（TABLE２)、

男性は「同性の友人の家」「トイレ」をのぞいて、

女性は「同性の友人の家」「トイレ」「自動車のな

か」「カラオケボックス」をのぞいて、あまり化

粧をすることはよくないととらえていた。

社会的是非の男女差を検討するため、ｔ検定を

行った。

その結果､｢居酒屋」「クラブ／サークルの部屋」

｢映画館｣で有意な男女差が認められなかった｡｢同

性の友人の家」「トイレ」「休み時間の教室」「カ

ラオケボックス」「自動車のなか」をのぞいて男

性の方が女性に比べ、社会的に化粧をしてもよい

ととらえていた。

公衆場面における化粧行動と社会的是非の差を

検討するため、ｔ検定を行った。

男性は（TABLE３)、すべての項目で有意な意

識差が認められ、社会的麸非が公衆場面における

化粧行動をtlnlっていた。

女性は（TABLE４)、「授業ＩＴＩの教室」で有意兼

が認められなかった。しかしながら、その他の組

合せでは有意蓋が認められ、「電車のなか」で化

粧行動が社会的娃非をＩ｣''１１)、それ以外の項１１で

化粧行動が社会的是非を下回った。

を行い、既存尺度と同じ２因子を得た。内的整合

性および因子構造の点から不適切な「自分を反省

してみることが多い」「世間体など気にならない」

｢自分自身の内面のことには、あまり関心がない」

をのぞく１８項目で得点化した（公的自意識：α

＝086、私的自意識：α＝084)。

（３）他者意識

他者意識とは他者への注意、関心、意識が向け

られた状態をいい、他者への注意の向けやすさに

関する性格特性である､他者の気持ちや感情など

の|ﾌﾞⅢ|i情報を敏感にキャッチし現解しようとする

意識や関心の程度である「内的他者意識｣、他者

の化粧、服装、体形、スタイルなどの外面に現れ

た特徴への注意や関心の程度である「外的他者意

識｣、他者について考え・空想をめぐらせその空

想的イメージに注意を焦点付け、それを追いかけ

る傾向の程度である「空想的他者意識」からなる。

本研究では、辻'2)の他者意識尺度の15項目を

用いて「あてはまらない(1)」から「あてはまる

(5)」までで同答することを求め、1点から５点ま

での５件法で得点化を行った。

確認のため因子分析（主因子法･Varimax回転）

を行い、既存尺度と同じ３因子を得た。内的整合

性および因子構造の点から不適切な「人の言動に

は絶えず注意を払っている」「人のことをあれこ

れと考えていることが多い」をのぞく１３項目で

得点化した（内的他者意識：α＝086、外的他者

意識：α＝0.78、空想的他者意識：α＝082)。

(4)フェイス項目

年齢と性別を回答させた。

（５）統計処理

PASWStatisticsl7Dを用いて分析を行った。二

者間の差の検定を行う場合、事前の手続として、

Levene検定により等分散性を確認した。不等分

散であった項目についてはAspin-Welchのt検定

を、その他についてはStudentのt検定を行った。
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TABLE１公衆場面での化粧行動の男女差
…p<001,℃<､05

男性 女性
t値 有意確率

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

駅のホーム 1．３５ 0.94 ２．１０ 1．３９ －１８．８２
★★★

授業中の教室 1．３０ 0．８６ 1.79 1．２３ －１３．７６
★★★

電車のなか 1．３１ ０８４ ２．２２ 1．４６ －２３．０３
★★★

エレベーターのなか 1．２６ ０．７１ 1．２９ ０７６ －１．４２
★

同性の友人の家 1．５２ 1．１６ ３．１５ 1．６１ -３５．１１
★★★

ファミレス 1．３２ ０．８７ ２．１５ 1．４６ -２０．７３
★★★

学食 1．３０ ０８１ 1．８９ 1．３２ －１６．２６
★★★

コンビニ 1．２５ ０．７２ 1．３０ 0.79 －１．９４
★★★

デパート 1．２６ ０．７７ 1．７６ 1．２６ －１４．５４
★★★

近所のスーパー 1２１ ０．６４ 1．２９ ０．７６ -３．１１
★★★

病院の待合所 1．２３ ０．６９ 1．３８ 0．９０ -５．５５
★★★

バスのなか 1．２５ ０７５ 1.91 1．２９ －１８．８７
★★★

公園 1２６ ０．７９ 1．５８ 1．１０ －１０．００
★★★

異性の友人の家 1．３５ ０．９５ 1.93 1．３７ －１４．９０
★★★

居酒屋 1．２８ ０．７５ 1．７０ 1.19 －１２．４７
★★★

クラブ／サークルの部室１．３５ ０．８７ ２．０３ 1．４０ －１７．３９
★★★

トイレ 1.91 1．４３ 3．７６ -３９．３３1．４３
★★★

映画館 1．２７ ０．７２ －１０．９２1．６０ 1．１０
★★★

ホテルのロビー 1．２５ ０．６９ 1．５０ 1００ －８．７９
★★★

休み時間の教室 1．３７ ０．９２ 2．２９ -２２．６３
★★★

１．４７

カラオケボックス 1．３２ 0.92 -２４．７２
★★★

２．３７ １．５７

自動車のなか 1．３９ 1．０２ 2．６４ 1．６２ -２７．８４
★★★

屋外のオープンカフェ -１０．９４1．２４ ０．７１ 1．５７ 1０８
★★★

図書館 1．２６ 0．７２ -８．４２1．５０ 1．０１

劇場のなか 1．２１ ０．６１ 1．３８ 0．８５ －６.ｇｏ
★★★

バス停 1．２１ -9.99０．６６ 1.49 1．０１
★★★

TABEL2社会的是非の男女差
…p<００１，諭憐p<01,℃<､05

男 性 女性
t値 有意確率

平均値 平均値 標準偏差標準偏差

駅のホーム 2．４０ ２．１７ 5.99
★★★

1．１６ 1．１１

授業中の教室 1.94 1．１１ 1．８０ 1．１０ ３．９４
★★★

電車のなか ２．７７２．０３ 1.09 1．９３ 1.09
★★

エレベーターのなか 2．０６ 1．８７ 1０７ ５．１８
★★★

1．１１

同性の友人の家 -９．５８3．４０ 1．２９ ３．７９ 1．１８
★★★

ファミレス 2．５５ 1．２２ 1．２２ ２．６５
★★

２．４４

学食 2．４３ ２．９６
★★★

1．１８ ２．３２ 1．１４

コンビニ ４．４３
★★★

2．１４ 1．１５ 1．９７ 1．０８

デパート 2．２８ 1．１８ ２．２３ 1．２３ 1．１４
★

近所のスーパー 2２１ 1．１３ ２０１ 1．０６ ５．４８
★★★

病院の待合所 ２．１０ ８．９３1．１２ 1．７９ ０．９８
★★★

バスのなか ２．０７ ２．７５
★★

1．１２ 1.97 1．１１

公園 ２．７６ 1．３１ ２．６０ 1．２５ ３．７４
★★★

異性の友人の家 ２．７２２．９９ 1．２７ ２．８７ 1．２２
★★

居酒屋 ２．４２ ０５２1．１８ ２．４０ 1．２１

クラブ／サークルの部室２．９３ -０９７129 ２．９７ 1．２８

トイレ －１３．５１３．６５ 1．３３ ４２０ 1．１４
★★★

映画館 ２．３０ 1.19 ２．２８ 1．１８ ０．５４

ホテルのﾛﾋﾞｰ ２．３０ ３．４１
★★★

1．１８ ２．１７ 1．１０

休み時間の教室 ２．６４ 1．２８ 2．８７ 1.29 －５．３３
★★★

カラオケボックス －７．５３２．７４ 1．３０ ３．０７ 1．３８

自動車のなか ３．０５ －６．４１
★★★

1．３４ ３．３３ 1．３１

屋外のオープンカフェ ２．４５ 5．４６
★★★

1．２１ 2．２３ 1．１６

図書館 ６．１３
★★★

２．１３ 1．１５ 1.91 1０３

劇場のなか ２．１４ ６．８０
★★★

1．１２ 1.90 1０２

バス停 ２．２９ 2．０４ 1.09 ６．９７
★★★

1．１５
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TABLE３男性の公衆場面での化粧行動と社会的是非の差
…ｐ＜００１

社会的是非公衆場面での化粧行動
有意確率t値

標準偏差標準偏差 平均値平均値

-３４．９６
★★★

1．１６駅のホーム ０．９４ 2．４０1．３５
★★★

授業中の教室 -２３．０９０．８５ 1．９４ 1．１１1．３０

電車のなか 1.09 －２６．９１1．３１ ０．８４ 2０３

エレベーターのなか -３１．１１1．２６ ０．７２ ２．０５ 1．１１

同性の友人の家
★★★

３．４０ 1.29 －４９．７１1．５２ 1．１６

1．２２ －４０．２６
★★★

ファミレス 1．３２ ０．８７ ２．５５

学食 -３９．１９
★★★

２．４３ 1．１８1．３０ ０．８１

コンビニ -３３．３９
★★★

0．７２ ２．１３ 1．１５１．２５

デパート ２．２８ 1．１８ -３６．９０
★★★

1．２６ 0．７７

近所のスーパー 1．１３ -３７．２９
★★★

1．２２ 0．６４ ２．２１

病院の待合所 1２３ 0.69 ２．１０ 1．１２ －３２．２７
★★★

バスのなか -２９．５１
★★★

1．２４ 0．７５ ２０７ 1．１２

公園 1．３１ －４４．３０
★★★

1．２６ 0．７９ ２．７６

異性の友人の家 1．３５ 0.95 ２．９８ 1．２７ －４８．６２
★★★

居酒屋 1．１８ －３９．４０
★★★

1.29 0．７６ ２．４２

クラブ／サークルの部室１．３５ ２．９３ 1．２９ －４６．９９
★★★

0．８７

トイレ 1．３３ -４１．４８
★★★

1．９１ 1．４３ ３．６５

映画館 1．２０ -35.991．２７ 0．７２ ２．２９

ホテルのロビー 1．２５ ０．６９ ２．３０ 1．１８ －３８．４０
★★★

休み時間の教室 1．３７ 0.92 1２８ －３７．５６
★★★

２．６４

カラオケボックス 1．３２ 0.92 ２．７４ 1．３０ －４１．２９

自動車のなか 1．３４ －４５．１０
★★★

1.39 1．０１ ３０５

屋外のオープンカフェ 1．２１ －４０．６５
★★★

1．２４ ０．７０ ２．４４

図書館 1．２６ 0．７２ 2．１３ 1．１４ －３０．８５
★★★

劇場のなか 1．２１ 1．１２ -３４．６７
★★★

0．６１ 2．１４

バス停 2．２９ －３８．５９
★★★

1．２１ 0．６６ 1．１５

TABLE４女性の公衆場面での化粧行動と社会的是非の差
…ｐ＜００１，亡*ｐ＜､０１

公衆場面での化粧行動 社会的是非
t値 有意確率

平均値 平均値 標準偏差標準偏差

駅のホーム 1．３８ -２．２８
★★

２．１０ ２．１８ 1．１１

授業中の教室 1.79 1．２３ 1．８０ 1．１０ －０．４１

電車のなか 1.93 1０９ 7．８０
★★★

２．２２ 1．４６

エレベーターのなか 1．０７ -２３．１４1．２９ 0．７６ 1．８７
★★★

同性の友人の家 －１５．８５3．１５ 1．６１ 3.79 1．１８
★★★

ファミレス －８０６
★★＊

２．１５ 1．４６ 2．４４ 1．２２

学食 1．３２ 2．３２ -１３．２５
★★★

1.89 1．１４

コンビニ 1．２９ 0．７８ 1.97 1０８ -２８．０６
★★★

デパート -１７．０７
★★★

1．７６ 1．２６ 2．２３ 1．２３

近所のスーパー -２９．１５
★★★

1．２８ ０．７６ 2．０１ 1０６

病院の待合所 1．３７ 0.90 1.79 ０．９８ －１５．９８
★★★

バスのなか -２．０１
★★

1．９１ 1．２９ 1．９７ 1．１１

公園 1．２５ -２７．９８
＊★★

1．５８ 1．１１ 2．６０

異性の友人の家 -２４．９５
★★★

1．９３ 1．３７ 2．８８ 1．２２

居酒屋 -２１．６１
★★★

1．７０ 1．２０ 2．４０ １．２１

クラブ／サークルの部室２．０２ 1．４０ 2.97 1．２８ -２４．９６
★★★

トイレ 1．４３ 4２０ －１１．０７
★★★

３．７６ １．１４

映画館 1．１８ -２２．９８
★★★

1．６０ 1．１０ ２２８

ホテルのロビー 1．１０ -２３．７２
★★★

1．５０ 1００ ２．１７

休み時間の教室 ２．２９ 1．４８ ２．８７ 1.29 -１４．７１

カラオケボックス －１６．９１
★★★

２．３８ 1．５７ ３．０７ １．３８

自動車のなか 1．３１ －１６．４５
★★★

２．６４ 1．６２ ３．３３

屋外のオープンカフェ 1．１６ -２１．５２
★★★

1．５７ 1．０８ ２．２３

図書館 －１４．６０
★★★

1．５０ 1．０１ 1.91 1０３

劇場のなか -２０．０２1．３７ ０．８５ 1．９０ 1０２
★★★

バス停 1.09 －１９．１４
★★★

1.49 1．０１ ２０４

－３７－
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2）公衆場面での化粧行動と社会的是非の構造

公衆場面での化粧行動と社会的地非のそれぞれ

の構造を明らかにするため､評定平均値をもとに、

それぞれ主成分分析分析（Varimax回転）を行い、

構造化を試みた。なお、因子の選定は、Kaiser-

Guttmanによる最低固有値１０を基準にした。

公衆場面での化粧行動では（TABLE５)、２因

子が明らかとなった．第１因子は、「近所のスー

パー」「病院の待合所」などの項Ｈが高く寄与し

たため、「不特定他者場面（化粧行動)」と命名し

た。第２因子は、「同性の友人の家」「トイレ」な

どの項Llが高く寄与したためＪ特定他者場面（化

粧行動)』と命名した。

この２因子で簡便因子得点（各因子をより明確

にするため、因子ごとに高く負荷する項目の得点

を合計し、それをその項目数で除する方法）を算

出し（『不特定他者場面（化粧行動)」α－９６，

『特定他者場面（化粧行動)」α-95)、以後の

TABLE５公衆場面での化粧行動の主成分分析（Varimax） TABLE６社会的是非の主成分分析（Varimax）

不特定他者場面特定他者場面

α－９５３α＝､946

不特定他者場面特定他者場面

α＝､9６８α＝､８８６

病院の待合所

近所のスーパー

劇場のなか

コンビニ

エレベーターのなか

図書館

ホテルのロビー

屋外のオープンカフェ

バス停

映画館

公園

居酒屋

デパート

劇場のなか

病院の待合所

電車のなか

コンビニ

図書館

バスのなか

近所のスーパー

バス停

エレベーターのなか

映画館

ホテルのロビー

デパート

授業中の教室

屋外のオープンカフェ

学食

駅のホーム

居酒屋

ファミレス

６
５
５
２
９
６
６
５
３
０
８
２
６

８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
６
６
５

白
■
●
●
●
■
■
●
●
□
●
●
□

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
９
０
７
７
３
５
４
７
３
２
６
６

２
１
３
１
１
３
３
４
３
４
４
５
４

■
●
●
①
●
●
●
●
●
●
■
Ｂ
●

０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０

７
５
５
５
５
５
５
４
３
９
９
７
６
６
３
１
０
６

８
８
８
８
８
８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
６

●
Ｃ
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
Ｇ
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
２
１
８
５
４
２
４
８
９
２
６
３
９
２
３
５
８

１
１
１
１
１
１
２
２
０
２
３
２
０
３
４
３
４
４

已
■
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０

同性の友人の家

トイレ

休み時間の教室

ファミレス

カラオケボックス

自動車のなか

電車のなか

駅のホーム

学食

バスのなか

クラブ/サークルの部室

授業中の教室

異性の友人の家

４
２
８
３
１
６
５
２
３
３
１
４
０

１
０
３
４
３
２
３
４
５
５
４
５
５

●
●
①
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
０
８
８
７
７
５
９
８
４
２
８
５

８
８
７
７
７
７
７
６
６
６
６
５
５

●
●
●
■
●
●
■
●
●
■
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

自動車のなか

同性の友人の家

クラブ／サークルの部室

カラオケボックス

トイレ

異性の友人の家

公園

休み時間の教室

１
３
８
６
８
７
８
７

２
０
２
３
１
２
４
４

０
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０

８
７
４
３
０
７
５
２

７
７
７
７
７
６
６
６

□
■
●
●
Ｃ
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０

固有値 固有値9．４４ 8．３３ 1２．２４ 5．３８

累積寄与率 累積寄与率３６．３１ ４７．０８ ６７．７５６８．３３

－３８－
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公衆場面での化粧行動を行っていなかった。

社会的是非では､『特定他者場面（社会的是非)』

で有意な男女差が認められ、男性の方が女性より

も公衆場面での化粧行動を行うべきではないと考

えていた。

分析データとした二

社会的是非では（TABLE６)、２因子が明らか

となった。第１因子は、「劇場のなか」「病院の待

合所」などの項目が高く寄与したため、「不特定

他者場面(社会的是非)」と命名した。第２因子は、

｢自動車のなか」「同性の友人の家」などの項目が

高く寄与したため､｢特定他者場面（社会的匙非)」

と命名した。

この２因子で簡便因子得点（各因子をより明確

にするため、因子ごとに高く負荷する項Ⅱの得点

を合計し、それをその項目数で除する方法）を算

出し（『不特定他者場面（社会的是非)」α-97、

『特定他者場面（社会的是非)小α＝８９)、以後

の分析データとした。

次に、明らかとなった各因子の男女差を明らか

にするため、ｔ検定を行った（TABＬＥ７)。

公衆場面での化粧行動では、『不特定他者場面

(化粧行動)』『特定他者場面（化粧行動)ｊとも、

有意な男女差が認められ、男性の方が女性よりも

3）公衆場面での化粧行動を規定する社会的是非

公衆場面での化粧行動を規定する社会的娃非を

明らかにするため、男女別に公衆場面での化粧行

動を目的変数とし、社会的是非を説明変数とする

重回帰分析（stepwise法）を行った。

男性では（TABLE８)、公衆場面での化粧行動

の『不特定他者場面（化粧行動)」と『特定他者

場面（化粧行動)」のそれぞれを規定する社会的

是非は､｢特定他者場面（社会的是非)」であった。

女性では（TABLE９)、『特定他者場面（化粧行

動)」と『不特定他者場面（化粧行動)」のそれぞ

れを規定するのは､｢特定他者場面（社会的是非)」

であった。

TABLE７公衆場面での化粧行動と社会的是非の各因子の男女差
***p<､００１，℃<､05

女'性男性
有意確率t値

平均値標準偏差平均値標準偏差

不特定他者場面（化粧行動） ０．７６ －４．８５
★★★

1.19 0．５８ １．４７

特定他者場面（化粧行動） －１３．７０1．３０ 0．６６ 2．３２ 1．０７
＊★★

不特定他者場面（社会的是非）２．２０ 1．８３0.95 2．０６ ０８７

特定他者場面（社会的是非） 3．２３ 0．８５ －２．２８３．０５ ０．９８

TABLE８男性：公衆場面での化粧行動を規定する社会的是非
…ｐ＜００１

特定他者場面（化粧行動）不特定他者場面（化粧行動）

有意確率標準化係数 有意確率 標準化係数

不特定他者場面（社会的是非） 0．２７
★★★

0．３０
★★☆

特定他者場面（社会的是非）

決定係数Ｒ２ 0．０７
★★★

0.09
★★★

TABLE９女性：公衆場面での化粧行動を規定する社会的是非
…ｐ＜００１

特定他者場面（化粧行動）不特定他者場面（化粧行動）

有意確率標準化係数 有意確率 標準化係数

不特定他者場面（社会的是非） 0．４６ ０．４１
★★★

特定他者場面（社会的是非）

決定係数Ｒ２ 0．２２
★★★

０．１７
★★*

－３９－
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4）公衆場面での化粧行動と社会的是非を規定す

る個人差要因

公衆場面での化粧行動と社会的是非を規定する

個人差要因を明らかにするため、男女別に公衆場

面での化粧行動と社会的是非の各１大'千のそれぞれ

を目的変数とし、自意識や他者意識の各因子を説

明変数とする重回帰分析（stepwise法）を行った。

男性では（TABLElO)、公衆場面での化粧行動

の『不特定他者場面（化粧行動)」は公的自意識

に負に規定された。また、社会的是非の「特定他

者場面（社会的是非)』は公的自意識に正に規定

された。

女性では（TABLEll)、公衆場面での化粧行動

の「不特定他者場面（化粧行動)』『特定他者場面

(化粧行動)ｊや社会的是非の｢不特定他者場面(社

会的是非)」は、外的他者意識に正に規定された。

Ⅳ．考察

1）公衆場面での化粧行動と社会的是非

公衆場面での化粧行動について、ほとんどの項

目で男性は「まったくない」「ほとんどない」と

回答し､女性は「どちらともいえない」「ややある」

と回答しており、公衆場面での化粧行動に男女差

のあることが明らかとなった。

しかしながら､相対的に女性は「トイレ」や「同

性の友人の家」で化粧行動を行っており、同性の

みの状況では化粧を行っていることがわかった。

社会的是非について､ほとんどの項目で男性は、

｢あまりすることはよくない」「どちらともいえな

い」と回答し、女性は状況によって「あまりする

ことはよくない」から「してもよい」と回答して

いた。

程度に差はあるものの､男女とも「トイレ」「同

性の友人の家」「自動車のなか」で化粧をしても

よいと考えていた。また､男性は「授業中の教室」

｢電車のなか」「バスのなか」で、女性は「病院の

TABLE１０男性：公衆場面での化粧行動と社会的是非を規定する個人差要因
曲ｐ＜､０５

化粧行動 社会的是非

不特定他者場面 特定他者場面 不特定他者場面 特定他者場面

標準化係数有意確率標準化係数有意確率標準化係数有意確率標準化係数有意確率

公的自意識 -０．１６ 0．１４
★

私的自意識

内的他者意識

外的他者意識

空想的他者意識

決定係数Ｒ２ ０．０２ 0０２
★

TABLE１１女性：公衆場面での化粧行動と社会的是非を規定する個人差要因
…p<､001,℃<０５

社会的是非化粧行動

不特定他者場面 特定他者場面特定他者場面 不特定他者場面

標準化係数有意確率標準化係数有意確率標準化係数有意確率標準化係数有意確率

公的自意識

私的自意識

内的他者意識

外的他者意識 0．２７…０．３９…０．１６
＊

空想的他者意識

決定係数Ｒ２ 0．７１
★★★

０．１６…０．０３
★

－４０
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粧行動の｢不特定他者場面(化粧行動)ｊを規定し、

公的自意識の高さが社会的是非の「特定他者場面

(社会的是非)』を規定していた。すなわち、他者

からみられる自己へ注意を向ける程度の低い者ほ

ど、他者の存在に関係なく、不特定他者がいる比

較的公的な場面で化粧行動を行っている二また、

他者からみられる自己へ注意を向ける程度の高い

者ほど、特定他者がいる比較的私的な場面で社会

的に化粧をしてよいと考えていることがわかっ

た。

これは、不特定他者がいる比較的公的な場面で

化粧行動を行っている者は、他者の視線を気にし

ていないと推測され、菅原の指摘を裏付ける｡ま

た平松川は、男性の化粧を施す生活場面を規定

する化粧意識が「必需品、身だしなみ」であるこ

とを明らかにしているが、他者からみられる自己

へ意識を向ける程度の高い者ほど特定の他者の存

在する比較的私的な場面で化粧行動をすることを

社会的によいととらえており、化粧に対する『必

需品・身だしなみ」の意識が関係していると推測

される。

女性では、外的他者意識の高さが公衆場面での

化粧行動の「不特定他者場面（化粧行動)」『特定

他者場面（化粧行動)』や社会的麸非の「不特定

他者場面（社会的是非)」を規定していることが

明らかとなった。すなわち、他者の外面に現れた

特徴への注意や関心の程度が高い者ほど、特定・

不特定に関係なく実際に公衆場面で化粧行動を行

い、社会的に不特定他者がいる比較的公的な場面

で化粧行動を行ってもよいととらえていることが

わかった。

平松４１は、女性の公衆場面における化粧行動を

規定する個人差要因として外的他者意識を明らか

にしているが、本研究も同様の結果であり、平松

の結果を改めて裏付けるものとなった．他者がど

のような外面特徴をもっているかという意識が、

特定・不特定に関係なく実際の公衆場面で化粧行

動や社会的に不特定他者がいる比較的公的な場面

で化粧行動を行ってもよいととらえていること

は、公衆場面における化粧行動を他者と同調させ

ようとする意識が働いていると推測される。

待合所」「授業中の教室」「エレベーターのなか」

で化粧をしてはいけないと考えていた。

男女とも「トイレ」や「同性の友人の家」で化

粧をしてもよいととらえており、同性のみの状況

では社会的に化粧をしてもよいと考えていること

がわかった。

主成分分析により構造化を試みたところ、公衆

場面での化粧行動や社会的是非に共通して、「近

所のスーパー」「病院の待合所」といった不特定

の他者がいる状況･相対的に公的な状況である『不

特定他者場面』､「自動車のなか｣｢同性の友人の家」

といった交友関係にある他者がいる状況・相対的

に私的な状況である「特定他者場面』の２因子が

明らかとなった。

これは、平松'3)の化粧を施す生活場面が、不

特定他者との接触や公的性が高い場面項目による

｢公的場面｣、不特定他者との接触が低く私的性が

高い場面項目による『私的場面』によって構造化

された結果と対応する。

2）公衆場面での化粧行動と社会的是非の関係

男女とも、社会的是非の「不特定他者場而（社

会的是非)｣の高さが､公衆場面での化粧行動の『不

特定他者場面（化粧行動)』『特定他者場面（化粧

行動)」を規定していることが明らかとなった。

すなわち、不特定他者がいる比較的公的な場面

で社会的にも化粧をしてよいと考えている者は、

特定・不特定の他者の存在に関係なく化粧行動を

行っていることがわかった□

菅原'4)は、電車内化粧といった行動は、公衆

場面に居合わせる他の人々の存在を気にしていな

いという共通の背景から生まれている現象と指摘

している。他者の存在に関係なく公衆場面で化粧

をしてもよいと考えている者が、実際に特定・不

特定に関係なく公衆場面で化粧行動を行っている

本研究の知見は、菅原の指摘を裏付けるものとな

った。

3）公衆場面での化粧行動・社会的是非を規定す

る個人差要因

男性では、公的自意識の低さが公衆場面での化
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本研究では、若者自身の公衆場面における化粧

行動と社会的是非の関連性を検討した。その結果

を要約すると次の通りとなる。

3）菅原健介２００５差恥心はどこへ消えた?、光文社、２４

４）平松隆円２００７公衆場面における化粧行動と自己

化粧の入念度の関連性、繊維製品消費科学、４８（11)、

42-49

5）平松隆円・牛川聡子２００３化粧に関する研究（第１

報）－大学生の化粧関心・化粧行動・異性への化粧期

待の構造解明一、繊維製品消費科学、４４（11)、58-68

6）平松隆円・牛田聡子２００３化粧に関する研究（第２

報）－大学生の化粧関心・化粧行動・異性への化粧期

待と個人差要因一、繊維製品消費科学、４４（11)、６９‐

７５

７）平松隆|Ⅱ./|ﾐ円聡子２００４化粧に関する研究（第４

報）－大学生の化粧意識を規定する個人差要因一、繊

維製品消費科学、４５（11)、63-70

8）平松隆円２００６化粧行動許容に関わる公衆場面の

構造解明とそれを規定する個人差要因、繊維製品消費

科学、４７（11)、12-21

9）平松隆円２００９「化粧にみる日本文化一だれのため

によそおうのか』水曜社

１０）厚生労働省２００６『薬事法」改正平成１８年６月２１

日法律84号

11）菅原健介1984自意識尺度日本語版作成の試み、

心理学研究、55,184-188

12）辻平治郎１９９３自己意識と他者意識、北大路書房

13）平松隆円・牛田好美２００７化粧規範に関する研究

一化粧を施す生活場面とそれを規定する化粧意識と個

人差要因一、繊維製品消費科学、４８（12)、59-68

14）菅原健介２０００視線平気症と若者の差恥心恥の文

化は失われたのか、化粧文化、４０、ポーラ文化研究所、

３９－４１

特定・不特定の他者の存在や状況の公私によ

り２場面が、公衆場面での化粧行動や社会的

是非に共通して構造化された。

男女とも、不特定他者がいる比較的公的な場

面で社会的にも化粧をしてよいと考えてい

る者は、特定・不特定の他者の存在に関係な

く化粧行動を行っている。

男性では公的自意識が、女性では外的他者意

識が、公衆場面における化粧行動や社会的是

非を規定していた。

1．

2．

３．

今後は、多様なサンプルを対象として、知見の

一般性の吟味を行うと同時に、本知見をふまえ、

社会的是非の形成要因として、親と子の公衆場面

における化粧行動やその社会的是非に関する比較

などを行いたい。
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